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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 慢性呼吸器疾患患者にみられる睡眠時呼吸障害や酸

素飽和度低下（nocturnal oxygen desaturation）をめ

ぐって，近年夜間を含めた持続酸素療法，とりわけ在

宅酸素療法の適応などが注目されている．しかし本邦

では，慢性呼吸不全に至りうる疾患について，desatur・

ationの頻度や覚醒時肺機能との相関も明確化されて

いないのが現状である．今回，慢性呼吸不全の中で重

要な地位を占めるびまん性汎細気管支炎（以下DPB）

をとりあげ，nocturnal desaturationについて，その

有無や程度，基礎疾患の重症度との関連，02吸入効果

などを明らかにすることを目的として，以下の検討を

行った．

 対象及び方法

 対象は，安定期にあるDPB 20例であり，年齢51±15

歳，Pao259±9Torr， Paco243±6Torr，％VC 64±

11％，FEV1．o％43±11％である．

 方法は就寝時（21時）から起床時（6時）まで経皮

Sao2モニターを行い，入眠後安定したSao21evelから

5％以上の低下をdesaturationとし，また全症例中3

例は脳波記録も同時に行った．

 なお検査は連続3日間行い，第1夜の記録は，丘rst

night effectのため除き，第3夜は酸素吸入を行って測

定した．

 結果及び考察             ・

 （1）20例中10例に5％以上のnocturnal desatura・

tionを認めた．その回数は1夜に平均7．1±4．6回，

desaturation timeは平均64±59分であり，かなりばら

つきがあるものの，最低のSao、は73±8％で，いわゆ

るprolonged typeのものがより高度のdesaturation

を示す傾向にあった．

 （2）desaturationを認めた10例（D群）と認めな

かった10例（ND群）との間の性別，年齢，体重及び肺

活量，一秒量，一秒率，残二四のいずれも有意差を認

めなかったが，安静覚醒時血液ガス上Pao2がD群：

53±7Torr， ND群66±6Torrで有意差（p＜0．01）が

あり，Pao2ほぼ60Torrを境として，2群に分かれた．

 またD群には，心電図上右心負荷の所見がND群に

比して，より高頻度に認められた．

 （3）nocturnal desaturationを認めた10例に対し，

021．2±0．5L／min（鼻カニューレ）を夜間に吸入させ

た結果，睡眠中のdesaturationはその頻度，持続時間，

程度とも有意に（pく0．01）減少し，夜間の危険な

hypoxemiaは改善しうると考えられた．

 （4）脳波所見の得られた3例（うち2例はdesatura・

tionあり）についてみると， D群・ND群にかかわらず

一夜の検査時間のうち20～40％の一時覚醒時間を持つ

こと，stage III， IVの深睡眠の比率は少いが，その他

はstage I， II及びREM期を有する睡眠であることが

確i認された．さらに02吸入によって，D群2例では，

深睡眠が若干増加する傾向を認めた．

 結論

 DPBにおける夜間酸素飽和度低下は，覚醒時Pao、

が60Torr以下になると，高頻度に出現し，肺性心に至

る原因の1つと推定されるが，夜間持続酸素吸入によ

り，その酸素飽和度低下は有意に改善することを認め
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た，

論 文 審 査 の 要 旨

 本研究は，びまん性汎細気管支炎患者の夜間酸素飽和度低下を追跡することにより，慢性呼吸不全に対する

酸素療法の適応に一つの基準を設定し，その臨床的有用性と意義を明らかにしたものである．学術上，価値あ

る研究と認める．
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